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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】電流分布を得るためのコンタクト手段を提供す
る。
【解決手段】電気コンタクト手段（１）において、コン
タクト区間（１０）は、対合コンタクト手段（５）に電
気的に接触するための複数または多数のコンタクトばね
（１１０）を備え、また、コンタクト区間（１０）は、
コンタクト手段（１）を通してバランスのとれた電流分
布を得るために、異なる幾何学的形状を有する少なくと
も２つの、好ましくは少なくとも３つ、４つ、またはこ
れより多くのコンタクトばね（１１０）を備える。さら
に、本発明は、自動車産業用の銅製またはアルミニウム
製ケーブルのための、雌型コンタクト手段（１）を好ま
しくは備える、電力連絡部用の電気ケーブル組立体に関
し、この電気ケーブル組立体は、独創的な電気コンタク
ト手段（１）、好ましくは独創的な雌型コンタクト手段
（１）を備える。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車産業用の銅製またはアルミニウム製ケーブルのための、電力連絡部用の電気コン
タクト手段、好ましくは雌型コンタクト手段（１）であって、
　電気対合コンタクト手段（５）によって電気的に接触可能な電気コンタクト区間（１０
）を有し、前記電気コンタクト区間（１０）が、前記対合コンタクト手段（５）に電気的
に接触するための複数または多数のコンタクトばね（１１０）を備える、電気コンタクト
手段において、
　前記コンタクト区間（１０）が、前記コンタクト手段（１）を通してバランスのとれた
電流分布を得るために、異なる幾何学的形状を有する、少なくとも２つの、好ましくは少
なくとも３つ、４つ、またはこれより多くのコンタクトばね（１１０）を備えることを特
徴とする
電気コンタクト手段。
【請求項２】
　自動車産業用の銅製またはアルミニウム製ケーブルのための、電力連絡部用の電気コン
タクト手段、好ましくは雌型コンタクト手段（１）であって、
　電気対合コンタクト手段（５）によって電気的に接触可能な電気コンタクト区間（１０
）を有し、前記電気コンタクト区間（１０）が、前記対合コンタクト手段（５）に電気的
に接触するための多数のコンタクトばね（１１０）を備える、電気コンタクト手段におい
て、
　前記多数のコンタクトばね（１１０）のうちの少なくとも複数を通してバランスのとれ
た電流分布を得るために、この複数のコンタクトばね（１１０）の各々の電気抵抗率（Ｒ
）が、これらのコンタクトばね（１１０）および前記それぞれのコンタクトばね（１１０
）の脇の前記コンタクト手段（１）を通る抵抗経路が主としてまたは本質的に等しくなる
ような方法で適合されることを特徴とする電気コンタクト手段。
【請求項３】
　前記コンタクト区間（１０）の設計が、前記複数のコンタクトばね（１１０；１１１か
ら１１５）および前記コンタクト区間（１０）を通る電流の経路の電気抵抗率（Ｒｃｓ、
Ｒｂ）の合計が互いの間で主としてまたは本質的に等しくなるような方法で構成され、
　前記それぞれのコンタクトばね（１１０；１１１から１１５）の前記それぞれの電気抵
抗率（Ｒｃｓ）と、
　１つの対応する大容積部分（ｎ＝１から６）の電気抵抗率（Ｒｂ，ｎ）または複数の前
記対応する大容積部分（ｎ＝１から６）の電気抵抗率（Ｒｂ，ｎ、…）と、の合計が、
　前記複数のコンタクトばね（１１０；１１１から１１５）を通る前記電流の各経路に関
して好ましくは本質的に決定されることを特徴とする、請求項１または２に記載の電気コ
ンタクト手段。
【請求項４】
　これらのコンタクトばね（１１０；１１１から１１５）および前記それぞれのコンタク
トばね（１１０；１１１から１１５）の脇の前記コンタクト手段（１）を通る概ねもしく
は本質的に等しい抵抗経路（Ｒｃｓ，１１１＋Ｒｂ，６＋Ｒｂ，５＋Ｒｂ，４＋Ｒｂ，１

＝／≒Ｒｃｓ，１１２＋Ｒｂ，３＋Ｒｂ，２＋Ｒｂ，１＝／≒Ｒｃｓ，１１３＋Ｒｂ，５

＋Ｒｂ，４＋Ｒｂ，１＝／≒Ｒｃｓ，１１４＋Ｒｂ，２＋Ｒｂ，１＝／≒Ｒｃｓ，１１５

＋Ｒｂ，４＋Ｒｂ，１）を保証するために、ならびに／または、これらのコンタクトばね
（１１０；１１１から１１５）を通って流れることのできる概ねもしくは本質的に等しい
電流の割合を保証するために、
　これらのコンタクトばね（１１０；１１１から１１５）の少なくとも１つの寸法、好ま
しくはこれらのコンタクトばね（１１０；１１１から１１５）の幅および／または長さが
、前記コンタクト手段（１）におけるこれらのコンタクトばね（１１０；１１１から１１
５）の位置に関して適合される、ならびに／あるいは、これらのコンタクトばね（１１０
；１１１から１１５）の少なくとも１つの寸法、好ましくはこれらのコンタクトばね（１
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１０；１１１から１１５）の前記幅および／または前記長さが、問題となっているその他
のコンタクトばね（１１０；１１１から１１５）の寸法に関して適合されることを特徴と
する、請求項１から３のいずれか一項に記載の電気コンタクト手段。
【請求項５】
　前記複数のコンタクトばね（１１０；１１１から１１５）が互いの間で異なる幅を備え
、かつ／または、
　前記複数のコンタクトばね（１１０；１１１から１１５）が、特にそれらの前記コンタ
クト区間（１０）へのそれぞれの接続部とそれらのそれぞれの電気コンタクト領域（１２
２）との間で、互いの間で異なる長さを備えることを特徴とする、請求項１から４のいず
れか一項に記載の電気コンタクト手段。
【請求項６】
　前記コンタクト区間（１０）が、別のコンタクトばね（１１０；１１１から１１３）よ
りも小さい幅を有する少なくとも１つのコンタクトばね（１１０；１１３から１１５）を
備え、
　より小さい幅を有する前記コンタクトばね（１１０；１１３～１１５）が、より大きい
幅を有する前記コンタクトばね（１１０；１１１～１１３）よりも前記コンタクト手段（
１）の移行区間（２０）および／または接続区間（３０）の近くに配置されることを特徴
とする、請求項１から５のいずれか一項に記載の電気コンタクト手段。
【請求項７】
　前記コンタクト区間（１０）が、別のコンタクトばね（１１０；１１１～１１３）より
も短い長さを有する少なくとも１つのコンタクトばね（１１０；１１３～１１５）を備え
、
　より短い長さを有する前記コンタクトばね（１１０；１１３～１１５）が、より長い長
さを有する前記コンタクトばね（１１０；１１１～１１３）よりも前記移行区間（２０）
および／または前記接続区間（３０）の近くに好ましくは配置され、
　より短い長さを有する前記コンタクトばね（１１０；１１３～１１５）が、より長い長
さを有する前記コンタクトばね（１１０；１１１～１１３）よりも小さい幅を好ましくは
有し、そしてより長い長さを有する前記コンタクトばね（１１０；１１１～１１３）が、
より短い長さを有する前記コンタクトばね（１１０；１１３～１１５）よりも大きい幅を
有することを特徴とする、請求項１から６のいずれか一項に記載の電気コンタクト手段。
【請求項８】
　前記コンタクト区間（１０）が、前記コンタクトばね（１１０）が連続的に配置される
コンタクトばね（１１０）の配置構成（１０２）を備え、
　前記配置構成（１０２）において、前記コンタクトばね（１１０）の前記長さおよび／
または前記幅が、前記コンタクト手段（１）の前記接続区間（３０）に向かう方向に減少
することを特徴とする、請求項１から７のいずれか一項に記載の電気コンタクト手段。
【請求項９】
　前記コンタクト区間（１０）がコンタクトばね（１１０）の配列（１０４）を備え、前
記配列（１０４）がコンタクトばね（１１０）の２つの互いに噛み合う配置構成（１０２
）を備え、
　前記配列（１０４）において、前記コンタクトばね（１１０）の前記長さおよび／また
は前記幅が、前記コンタクト手段（１）の前記接続区間（３０）に向かう方向に減少する
ことを特徴とする、請求項１から８のいずれか一項に記載の電気コンタクト手段。
【請求項１０】
　・前記コンタクト区間（１０）のコンタクト本体（１００）が、自体の中にまたは自体
を通して前記対合コンタクト手段（５）を複数の方向において差し込むことのできる開い
たばねコンタクト本体（１００）として構成されること；
・前記コンタクト本体（１００）が、自体の中にまたは自体を通して前記対合コンタクト
手段（５）を差し込むことのできる、１つ、２つ、または３つの側面が開いたコンタクト
リテーナ（１００）またはコンタクトケージ（１００）として構成されること；または
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・前記コンタクト本体（１００）が、前記対合コンタクト手段（５）が前記コンタクト手
段（１）の接続面からのみアクセス可能なレセプタクル（１００）として構成されること
を特徴とする、請求項１から９のいずれか一項に記載の電気コンタクト手段。
【請求項１１】
　前記コンタクト本体（１００）が、前記コンタクト本体（１００）の対向する層（１２
、１４）内に好ましくは配置された、コンタクトばね（１００）の少なくとも２つの配置
構成（１０２）または少なくとも２つの配列（１０４）を備え、
　コンタクトばね（１１０）の好ましくは４つの配置構成（１０２）または好ましくは４
つの配列（１０４）が、前記コンタクト本体（１００）の２つの対向する層（１２、１４
）内に収容され、１つの配置構成（１０２）または１つの配列（１０４）が、その対向す
る配置構成（１０２）または配列（１０４）と好ましくは面一であることを特徴とする、
請求項１から１０のいずれか一項に記載の電気コンタクト手段。
【請求項１２】
　コンタクトばね（１１０）の配列（１０４）におけるコンタクトばね（１１０）の第１
の配置構成（１０２）が、コンタクトばね（１１０）のこの配列（１０４）におけるコン
タクトばね（１１０）の第２の配置構成（１０２）よりも１つ多いコンタクトばね（１１
０）を備えることを特徴とする、請求項１から１１のいずれか一項に記載の電気コンタク
ト手段。
【請求項１３】
　・前記コンタクト手段（１）が、いくつかの部品としての、１つの個片としての、１つ
の材料の個片としての、または一体型の形態としてのものであり得る、閉じた構成を有す
ること；
・コンタクト手段（１）が、圧着、電気、または超音波溶接コンタクト手段（１）として
構成されること；
・コンタクトばね（１１０）が、前記コンタクトばねの１つの長手側部上でまたは２つの
長手側部上で前記コンタクト本体（１００）に接続されること；
・コンタクトばね（１１０）が、コンタクト薄板（１１０）として構成されること；
・コンタクトばね（１１０）の配置構成（１０２）が、少なくとも２つのコンタクトばね
（１１０）を備えること；および／あるいは
・コンタクトばね（１１０）の配列（１０４）が、少なくとも３つのコンタクトばね（１
１０）を備えること
を特徴とする、請求項１から１２のいずれか一項に記載の電気コンタクト手段。
【請求項１４】
　自動車産業用の銅製またはアルミニウム製ケーブルのための、雌型コンタクト手段（１
）を好ましくは備える、電力連絡部用の電気ケーブル組立体であって、
　請求項１から１３のいずれか一項に記載の電気コンタクト手段（１）、好ましくは雌型
コンタクト手段（１）を備えることを特徴とする、電気ケーブル組立体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に自動車産業用の銅製またはアルミニウム製ケーブルのための、電力連絡
用の電気コンタクト手段、好ましくは雌型コンタクト手段に関する。さらに、本発明は、
特に自動車産業用の銅製またはアルミニウム製ケーブルのための、雌型コンタクト手段を
好ましくは備える、電力連絡部用の電気ケーブル組立体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電気技術（電気機器；電子工学、電気工学、電力工学、等）の分野では、多数の電気的
接続部、特に電気プラグ接続部が知られている。これらは、電流、電圧、周波数、および
／またはデータレートの可能な最大の帯域幅で、電流、電圧、および／または信号を伝送
する役割を果たす。特に自動車産業における、低、中、もしくは高電圧、および／または
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低、中、もしくは高電流の技術において、そのような接続部は、熱を帯びた、汚染された
、湿気のある、および／または化学的に攻撃的な環境条件において、場合によっては比較
的長い時間の期間の後で一時的に、または永久的に、電力、信号、および／またはデータ
の問題のない伝送を確保しなければならない。そのような接続部に関する用途の範囲が広
いことに起因して、特別に構成された電気コンタクト、コンタクト手段、および／または
端子が、特にたとえばプラグ接続部において電気プラグコンタクト手段としての役割を果
たす圧着コンタクト手段が、多数知られている。
【０００３】
　たとえば端子コンタクトとしてまたはプラグインスリーブとして構成されるそのような
コンタクト手段を、電気ケーブル組立体を構成する電気ケーブル、電気配線ハーネス等に
圧着することができる。コンタクト手段または圧着コンタクト手段を、電気機器、電子機
器、または電気光学機器の電気デバイスのところに／内に、強固に設置することもできる
。コンタクト手段または圧着コンタクト手段は、ケーブルまたは配線ハーネスのところに
配置される場合、多くの場合、プラグコンタクト手段、またはカプリングもしくはプラグ
と呼ばれる。コンタクト手段または圧着コンタクト手段が、電気デバイス、電子デバイス
、または電気光学デバイスのところに／内に配置される場合、通常は、レセプタクル、ソ
ケットコンタクト手段またはユニット、たとえばパネルジャック、ヘッダ、インターフェ
ース、等と呼ばれる。
【０００４】
　永久的な電気的接続部に加えて、電気ケーブルと圧着コンタクト手段の導体圧着区間と
の間に、コンタクト手段によって永久的な機械的接続部を設ける必要がある。ケーブルを
電気的におよび機械的に接続するために、圧着コンタクト手段は、導体圧着区間、および
加えて通常は絶縁圧着区間を備える。小型化、およびコストを低く維持するための取組み
により、製造者は、たとえば電力連絡の分野において、広い範囲の適用可能性を提供する
、さらに小さいコンタクト手段を生産することを余儀なくされている。この文脈において
、単純な構成および同時に良好な電気特性を有する、高価でないコンタクト手段に対する
要請が高まっている。さらに、低い伝送抵抗および十分な堅牢性が望ましい。
【０００５】
　自動車産業用の電力連絡の分野では、円形の高電圧および／または高電流のコンタクト
手段または端子のみが知られている。これらは圧着コンタクト手段としてはさらに設計さ
れていないが、圧着コンタクト手段であれば、圧延金属条片から容易に打ち抜くことがで
きる。矩形の高電圧および／または高電流コンタクト手段では、多くの金属線条加工（ｆ
ｉｌｉｇｒｅｅ）コンタクト薄板によって、電気連絡部が設けられる。この場合、全ての
コンタクト薄板は、同じ設計を有し、長手方向の両方の端部部分のところでコンタクトケ
ージに結着される。コンタクト手段におけるコンタクト薄板の位置に起因して、コンタク
ト薄板あたりのアンペア数は、コンタクト手段の使用中において異なっている。そのよう
なコンタクト手段を用いては、バランスのとれた電流分布は不可能である。さらに、多く
の金属線条加工コンタクト薄板は、堅牢でない、損傷し易いコンタクト手段をもたらす。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　自動車産業用の銅製またはアルミニウム製ケーブルのための、電力連絡部用の改善され
た電気コンタクト手段、好ましくは改善された雌型コンタクト手段を提供することが、本
発明の目的である。さらに、それに従って改善された電気ケーブル組立体を提供すること
が、本発明の目的である。この文脈では、自動車用途のための圧着コンタクト手段として
好ましくは構成された中電圧もしくは高電圧および／または中電流もしくは高電流のコン
タクト手段または端子が、好ましくは規定されることになろう。さらに、好ましくは矩形
の電気コンタクト手段が規定されることになり、この場合、このコンタクト手段を通して
バランスのとれた電流分布が、主としてまたは本質的に可能である。さらに、現状の技術
における多くの金属線条加工コンタクト薄板は、以下でコンタクトばねとして設計されて
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いる堅牢なコンタクト薄板によって、置き換え可能となるであろう。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の目的は、請求項１に記載の、自動車産業用の銅製またはアルミニウム製ケーブ
ルのための、電力連絡部用の電気コンタクト手段、好ましくは雌型コンタクト手段によっ
て；および、請求項１２に記載の、自動車産業用の銅製またはアルミニウム製ケーブルの
ための、雌型コンタクト手段を好ましくは備える、電力連絡部用の電気ケーブル組立体に
よって、解決される。ここでは、電気ケーブル組立体は、独創的な電気コンタクト手段、
好ましくは独創的な雌型コンタクト手段を備える。本発明の有利な実施形態、追加の特徴
、および／または追加の利点は、従属請求項において、および本発明の以下の説明におい
て規定される。
【０００８】
　本発明による電気コンタクト手段は、電気対合コンタクト手段によって電気的に接触可
能な電気コンタクト区間を備え、このコンタクト区間は、対合コンタクト手段に電気的に
接触するための複数または多数のコンタクトばねを備える。この電気コンタクト手段にお
いて、コンタクト区間は、コンタクト手段を通してバランスのとれた電流分布を得るため
の異なる幾何学的形状を有する、少なくとも２つの、好ましくは少なくとも３つ、４つ、
またはこれより多くのコンタクトばねを備える。すなわち、たとえば多数のコンタクトば
ねのうちの、少なくとも複数、大部分、または全てを通して、バランスのとれた電流分布
を得るために、これらのコンタクトばねの各々の電気抵抗率が、これらのコンタクトばね
およびそれぞれのコンタクトばねの脇の（オフ側の）コンタクト手段を通る抵抗経路が主
としてまたは本質的に等しくなるような方法で、適合される。
【０００９】
　さらに、本発明による電気コンタクト手段は、電気対合コンタクト手段によって電気的
に接触可能な電気コンタクト区間を備え、この場合、コンタクト区間は、対合コンタクト
手段に電気的に接触するための、多数のコンタクトばねを備える。この場合、多数のコン
タクトばねのうちの、少なくとも複数、または大部分を通してバランスのとれた電流分布
を得るために、これらの複数のコンタクトばねの各々の電気抵抗率が、これらのコンタク
トばねおよびそれぞれのコンタクトばねの脇のコンタクト手段を通る抵抗経路が主として
または本質的に等しくなるような方法で、適合される。
【００１０】
　このことは、コンタクトばねのうちの複数、大部分、または全てを通して、バランスの
とれた電流分布を得るために、少なくとも複数または大部分のコンタクトばね、好ましく
は全てのコンタクトばねに関する抵抗率を、互いに調整する必要があることを意味する。
ここでは、コンタクト区間は、少なくとも２つの、好ましくは少なくとも３つ、４つ、ま
たはこれより多くのコンタクトばねを備え、各々が、コンタクト手段を通してバランスの
とれた電流分布を得るために、たとえば異なる幾何学形状を好ましくは有する。たとえば
、それぞれのコンタクトばねの幾何学形状、すなわち幅、長さ、および／または厚さは、
電気経路に沿ったバルク抵抗が、その他のコンタクトばねと一致して、コンタクト区間全
体またはコンタクト手段（該当する場合、その一部）にわたって等しくなるような方法で
設計される。
【００１１】
　本発明によれば、コンタクト区間の設計は、複数のコンタクトばねおよびコンタクト区
間を通る電流のための経路の電気抵抗率の合計が、互いの間で主としてまたは本質的に等
しくなるような方法で構成される。ここでは、それぞれのコンタクトばねのそれぞれの電
気抵抗率、および対応する１つの大容積部分の電気抵抗率または複数の対応する大容積部
分の電気抵抗率が、複数のコンタクトばねを通る各電流経路に対して好ましくは本質的に
決定される。このことはたとえば、本発明により、複数のコンタクトばねの各コンタクト
ばねに対して、それぞれのコンタクトばねおよびコンタクト区間またはコンタクト手段を
通って流れることのできる電流に対して等しい電気抵抗経路をそれぞれ使用して、複数の
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コンタクトばねの設計のバランスをとるように、少なくとも１つの幾何学的寸法が選択さ
れることを意味する。
【００１２】
　これらのコンタクトばねおよびそれぞれのコンタクトばねの脇のコンタクト手段を通る
概ねもしくは本質的に等しい抵抗経路を保証するために、ならびに／または、これらのコ
ンタクトばねを通って流れることのできる概ねもしくは本質的に等しい電流割合を保証す
るために、これらのコンタクトばねの少なくとも１つの寸法、好ましくはこれらのコンタ
クトばねの幅および／または長さが、コンタクト区間またはコンタクト手段におけるこれ
らのコンタクトばねの位置に関して適合される。さらに、これらのコンタクトばねの少な
くとも１つの寸法、好ましくはこれらのコンタクトばねの幅および／または長さを、問題
となっているその他のコンタクトばねの寸法に関して適合させることができる。
【００１３】
　コンタクト区間における複数のコンタクトばねの位置に起因する、これらの間の抵抗に
関する違いを補償するために、各コンタクトばねの寸法は、これらのコンタクトばねの各
々ならびにそれぞれのコンタクトばねの脇のコンタクト区間および／またはコンタクト手
段を通って流れることのできる電流に関する電気抵抗率が、主としてまたは本質的に等し
くなるような方法で、好ましくは選択される。すなわち、問題となっている各コンタクト
ばねおよびその対応する１つの大容積部分または複数の大容積部分の電気抵抗率の合計が
、主としてまたは本質的に等しくなる。
【００１４】
　本発明によれば、特にそれぞれのコンタクト区間への接続部とそれぞれの電気コンタク
ト領域との間で、複数のコンタクトばねは、互いの間で異なる幅を備え、かつ／または、
複数のコンタクトばねは、互いの間で異なる長さを備える。さらに、本発明によれば、コ
ンタクト区間は、別のコンタクトばねよりも小さい幅を有する、少なくとも１つのコンタ
クトばねを備える。この場合、より小さい幅を有するコンタクトばねは、より大きい幅を
有するコンタクトばねよりも、コンタクト手段の移行区間および／または接続区間（導電
体）の近くに配置される。より幅広のコンタクトばねは、より小さいコンタクトばねより
も高い接触力を有するので、コンタクトばねに関して一定の法線力を得るためには、それ
らの長さを大きくする必要がある。
【００１５】
　コンタクト区間は、別のコンタクトばねよりも短い長さを有する、少なくとも１つのコ
ンタクトばねを備え得る。ここでは、好ましくは、より短い長さを有するコンタクトばね
は、より長い長さを有するコンタクトばねよりも、移行区間および／または接続区間（導
電体）の近くに配置される。さらに、より短い長さを有するコンタクトばねは、より長い
長さを有するコンタクトばねよりも小さい幅を好ましくは有し、そしてこのより長い長さ
を有するコンタクトばねは、より短い長さを有するコンタクトばねよりも大きい幅を有す
る。
【００１６】
　たとえば、コンタクト区間の内側のおよび／またはコンタクト区間の脇のコンタクト手
段の接続区間（導電体）における接合位置（導体圧着場所）までの、コンタクトばねの脇
の電流経路の、残りの長さ、断面、および／または断面の分布（外形）の異なる、２つの
コンタクトばねが設けられる。本発明により、これらの電流経路の異なる長さ、断面、お
よび／または断面の分布（外形）が、好ましくは２つのコンタクトばねの長さおよび／ま
たは幅によって、補償される。そしてこのことは、この独創的な方法で補償可能なコンタ
クトばねの抵抗率に対しても効果を有し、この結果、各コンタクトばねを通って、主とし
てまたは本質的に等しい電流が流れるようにすることができる。
【００１７】
　このとき、２つのコンタクトばねの幅の適合は、２つのコンタクトばねを通って接続区
間（導電体）の接合位置（導体圧着場所）に至る電流経路の異なる長さを適合させる役割
を、主としてまたは本質的に果たす。さらに、２つのコンタクトばね長さの適合は、対合
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コンタクト手段上への２つのコンタクトばねの異なる接触法線力を適合させる役割を、主
としてまたは本質的に果たす。これは、コンタクトばねの接触法線力が、問題となってい
る電流経路を通って流れることのできる電流に対する効果も有するためである。
【００１８】
　本発明の実施形態では、コンタクト区間は、コンタクトばねが連続的に配置される、コ
ンタクトばねの配置構成を有する。この配置構成では、コンタクトばねの長さおよび／ま
たは幅は、コンタクト手段の接続区間（導電体）に向かう方向に減少し得る。さらに、コ
ンタクト区間は、コンタクトばねの配列を備えることができ、この場合、この配列は、２
つの互いに噛み合う好ましくは異なるコンタクトばねの配置構成を備える。配列において
、コンタクトばねの長さおよび／または幅は、コンタクト手段の接続区間（導電体）に向
かう方向に減少し得る。配置構成または配列において、全てのコンタクトばねは、異なる
幾何学形状を好ましくは有する。
【００１９】
　本発明によれば、コンタクト区間のコンタクト本体を、開いたばねコンタクト本体とし
て構成することができ、この中にまたはこれを通して、対合コンタクト手段を複数の方向
において差し込むことができる。さらに、コンタクト本体を、１つ、２つ、または３つの
側面が開いたコンタクトリテーナまたはコンタクトケージとして構成することができ、こ
の中にまたはこれを通して、対合コンタクト手段を差し込むことができる。さらに、コン
タクト本体を、対合コンタクト手段がコンタクト手段の接続面からのみアクセス可能なレ
セプタクルとして構成することができる。
【００２０】
　本発明の実施形態では、コンタクト本体は、コンタクト本体の対向する層内に好ましく
は配置された、コンタクトばねの少なくとも２つの配置構成または少なくとも２つの配列
を備える。コンタクト本体の２つの対向する好ましくは平行な層内に、コンタクトばねの
４つの配置構成または好ましくは４つの配列を好ましくは収容することができる。この場
合、配置構成または配列は、隣接する層における対向する構成または配列と、好ましくは
面一である。層またはコンタクト本体あたりの様々な数の配置構成または配列が、当然な
がら適用可能である。さらに、本発明の実施形態では、コンタクトばねの配列におけるコ
ンタクトばねの第１の配置構成は、コンタクトばねのこの配列におけるコンタクトばねの
第２の配置構成よりも１つ多いコンタクトばねを備えることができる。
【００２１】
　本発明の実施形態では、コンタクト手段は閉じた構成を有し、この閉じた構成は、いく
つかの部品としての、１つの個片としての、１つの材料の個片としての、または一体型の
形態としてのものであり得る。さらに、コンタクト手段を、圧着、電気、または超音波溶
接コンタクト手段として構成することができる。さらに、コンタクトばねを、コンタクト
ばねの１つまたは２つの長手側部上でコンタクト本体に接続することができる。すなわち
、コンタクトばねを、コンタクト薄板として構成することができる。加えて、コンタクト
ばねの配置構成は、少なくとも２つのコンタクトばねを含むことができ、かつ／または、
コンタクトばねの配列は、少なくとも３つのコンタクトばねを含むことができる。
【００２２】
　本発明によれば、電気コンタクト手段が規定され、この場合、このコンタクト手段は、
低、中、もしくは高電圧、および／または低、中、もしくは高アンペア数に好適である。
コンタクト手段の層におけるコンタクトばねの独創的な配置構成および／または独創的な
配列を用いて、コンタクト手段を通して、特にそのコンタクト本体またはコンタクト区間
を通して、バランスのとれた電流分布が可能である。現状の技術の金属線条加工コンタク
ト薄板は、堅牢なコンタクトばねによって置き換えられており、この結果、コンタクト手
段全体が、比較的強い力に耐えるのに十分な程度に、安定しておりかつ剛直である。コン
タクト手段を、圧延金属条片から打ち抜くことができる圧着コンタクト手段または他の形
態のコンタクト手段とすることができる。この場合、そのコンタクトばねも、コンタクト
手段の未加工材に、直接プレス加工して設けることができる。さらに、この独創的なコン
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タクト手段の全体は、低い電気接触抵抗を有する。
【００２３】
　以下では、本発明を、変形例の４つの実施形態の実施形態例と関連させて、添付の図面
を参照してより詳細に説明する。これらの図面は縮尺通りには描かれていない。同一の、
一義的な、または類似の構成および／または機能を有する要素、部品、または構成要素は
、図面の説明、特許請求の範囲、および符号の一覧において同じ参照符号を有し、かつ／
または、図面において同じ参照符号によって指示される。本発明のまたはその個々の組立
体、部品、区間の、描写された実施形態および／または記載された実施形態例に関して、
明細書において説明されていない、図面に描写されていない、および／または確定的には
記載されていない可能な代替形態、静的なおよび／または運動学的な倒置（kinematic in
versions）、組合せ等、は、符号の説明において見出すことができる。
【００２４】
　記載した全ての特徴は、符号の説明のものでさえ、示された１つの組合せでまたは示さ
れた複数の組合せだけではなく、異なる１つの組合せでもまたは異なる複数の組合せでも
、ならびに単独の状態でも、使用できる。本発明の説明、図面の説明、および／または符
号の一覧中の参照符号およびそれらに割り当てられた特徴により、本発明の説明中のおよ
び／または図面の説明中の１つの特徴または複数の特徴を置換することが特に可能である
。さらに、特許請求の範囲中の１つの特徴または複数の特徴を、このことにより解釈し、
より詳細に規定し、かつ／または置き換えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の第１の実施形態による、電気コンタクト手段における独創的なコンタク
ト区間の２次元上面図である。
【図２】本発明の第２の実施形態による、同じく電気コンタクト手段における独創的なコ
ンタクト区間の２次元上面図である。
【図３】本発明の第３の実施形態による、電気コンタクト手段における独創的なコンタク
ト区間の斜視図である。
【図４】本発明の第４の実施形態による、電気コンタクト手段における独創的なコンタク
ト区間の斜視図を主として示す図である。
【図５】コンタクトばねの電気抵抗率およびそれらの対応する大容積部分の電気抵抗率が
描かれた、図４に示したコンタクト区間の２次元上面図を主として示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　本発明について、特に銅製またはアルミニウム製ケーブルのためのおよび特に自動車産
業での使用のための、電力連絡部用の電気コンタクト手段１または端子１の変形例の、４
つの実施形態（図１から図３、および図４／図５を参照）と関連させて、以下により詳細
に記載する。ただし、本発明は、そのような実施形態および／またはそのような変形例に
限定されない。本発明は、これが本発明によって規定されたそのままで、あらゆるコンタ
クト手段または端子、たとえば電気コンタクト手段１に、およびあらゆる導体材料に関し
て、適用可能となるような、より基本的な性質のものである。本発明は、好ましい実施形
態例によって詳細に例示され記載されているが、本発明は、そのような開示された例に限
定されない。本発明の保護範囲を超えることなく、そこから他の変形例を導出することが
可能である。
【００２７】
　たとえば直線状の、角度の付いた、および／または湾曲した構成を有する、独創的なコ
ンタクト手段１は、圧着コンタクト手段１として好ましくは構成される。電気、または超
音波溶接コンタクト手段１等も、適用可能である。コンタクト手段１は、雌型コンタクト
手段１、ソケット型コンタクト手段１、プラグ型コンタクト手段１、レセプタクル１、プ
ラグインスリーブ１、またはカプリング１等として、好ましくは構成される。当然ながら
、本発明を、本明細書に記載、言及、または描写されていない他のコンタクト手段１に関
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して使用することが可能である。ここでは、コンタクト手段１は、金属または金属合金か
ら製作された、いくつかの部品としての、１つの個片としての、１つの材料の個片として
の、または一体型の形態としての、閉じた構成を有し得る。この独創的なコンタクト手段
１を装備した電気ケーブル、ワイヤ、導体等（図面には示さない）をさらに、ケーブル組
立体、事前組立されたまたは既製品のケーブル、電気配線ハーネス、等と称することがで
きる。
【００２８】
　コンタクト手段１は、差し込みにより電気対合コンタクト手段５と１つになるように構
成され（図１および図２を参照）、そしてこの電気対合コンタクト手段５は、その電気コ
ンタクト区間の脇に（オフ側に）、コンタクト手段１と類似の様式で好ましくは設計され
得る。この文脈では、対合コンタクト手段５を、タブ型コンタクト手段５、ピン型コンタ
クト手段５、ファストオンタブ５、フラットプラグ５、等として構成することができる。
コンタクト手段１（図４および図５を参照）は、差し込みにより対合コンタクト手段５の
コンタクト区間と１つになる、電気的および機械的コンタクト区間１０を備える。さらに
、コンタクト手段１は、電気ケーブルの導電体２（図示しないが図４および図５に示唆す
る）のための電気的および機械的接続区間３０、ならびに好ましくは、電気絶縁部（図示
せず）のための、および当てはまる場合はケーブルの（絶縁部を介した）導体２のための
、機械的固定区間（図示せず）を備える。
【００２９】
　図４および図５の例示のコンタクト手段１において、接続区間３０および固定区間は、
圧着区間として設計される。すなわち、接続区間３０は導体圧着区間３０として設計され
、固定区間は絶縁圧着区間として設計される。コンタクト区間１０と接続区間３０との間
に、電気的および機械的移行区間２０が好ましくは配置される。また、コンタクト区間３
０と固定区間との間に、導体圧着区間３０および絶縁圧着区間の圧着突起または圧着翼部
を分離する機械的移行区間が、好ましくは配置される。電気ケーブルの導電体２はさらに
、コンタクト手段１の接続区間３０上に／接続区間３０のところに、機械的に締め付けさ
れた、圧着された、ろう付けされた、はんだ付けされた、圧縮成形された、溶接された、
等である、電線（リッツ線）、リード線、撚り線、可撓線、コード、等とすることができ
る。
【００３０】
　現状の技術（図示せず）では、電気コンタクト手段は、同一のコンタクト薄板を備える
。この場合、いくつかのコンタクト薄板は、他のいくつかのコンタクト薄板よりもコンタ
クト手段の導体圧着区間の近くに位置付けられる。コンタクト手段を使用するとき、この
ことは、導体圧着区間のより近くに位置付けられるコンタクト薄板が、導体圧着区間から
より遠くに離れて位置付けられるものよりも多くの電流を運ぶという問題をもたらす。実
際には、電流は常に、抵抗が最小である経路をとる；すなわち、コンタクト手段を通して
、バランスの悪い電流の分布が存在する。導体圧着区間の最も近くに位置付けられたコン
タクト薄板は、最も多くの電流を運び、また、導体圧着区間から最も遠くに離れたものは
、非常に小さい量までの電流しか運ばないか、またはほとんど電流を運ばない。
【００３１】
　接続区間３０に至るコンタクト区間１０を通して、および接続区間３０において電気的
に接続された導電体２に至る接続区間３０において、バランスのとれた電流分配を得るた
めに、本発明によれば、本明細書でコンタクトばね１１０と称される一部のまたは全ての
電気コンタクト薄板１１０に関して、電気抵抗Ｒ（図５を参照）を等しくしなければなら
ない。このことを、コンタクト区間１０ならびに／またはコンタクトばね１１０の、様々
な材料、ならびに／または様々な幾何学形状、すなわち幅、長さ、および／もしくは厚さ
を用いて行うことができる。それぞれのコンタクトばね１１０の、好ましくは幾何学形状
、特に幅および／または長さが、コンタクト区間１０におけるそれらの接続区間３０に対
する位置に応じて、ならびに／またはそれらの幾何学形状、特にそれらの幅および／もし
くはそれらの長さに応じて、コンタクトばね１１０自体同士の間で適合される。
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【００３２】
　すなわち、本発明は、コンタクト区間１０におけるそれぞれのコンタクトばね１１０の
位置に起因して変更可能なばね設計を有するコンタクトばね１１０を有する、コンタクト
区間１０を提供する。ここでは、それぞれのコンタクトばね１１０は、対合コンタクト手
段５に機械的に接触する目的でも設けられる。より小さい幅を有するコンタクトばね（１
１０）は、より大きい幅を有するコンタクトばね（１１０）よりも高い電気抵抗率Ｒｃｓ

を有するので、コンタクト区間１０におけるコンタクトばね１１０の断面は、独創的な方
法で適合される。本発明によれば、接続区間３０の比較的近くに位置付けられる、より小
さい幅（すなわちより小さい断面）を有するコンタクトばね１１０が設けられ、また、接
続区間３０から比較的遠くに離れて位置付けられる、より大きい幅（すなわちより大きい
断面）を有するコンタクトばね１１０が設けられる（図１を参照）。
【００３３】
　さらに、対合コンタクト手段５に対するコンタクトばね１１０の接触法線力は、そのよ
うな（点のまたは面の）接続部を通ってどのくらいの量の電流が流れることができるかに
対して、大きな影響を及ぼし得る。したがって、コンタクトばね１１０の長さも適合させ
ることができる。ここでは、より小さい幅を有するコンタクトばね１１０は、より大きい
幅を有するコンタクトばね１１０よりも低い接触法線力を有する。したがって、それぞれ
のコンタクトばね１１０に関して一定の法線力を得るために、より大きい幅を有するコン
タクトばね１１０の長さを、大きくすることができる。本発明によれば、接続区間３０の
比較的近くに位置付けられる、より短い長さを有するコンタクトばね１１０が設けられる
ことができ、また、接続区間３０から比較的遠くに離れて位置付けられる、より長い長さ
を有するコンタクトばね１１０が設けられる（図２も参照）。この場合、より短い長さを
有するコンタクトばね１１０はまた、より小さい幅を有し、一方、より長い長さを有する
コンタクトばね１１０はまた、より大きい幅を有する。
【００３４】
　コンタクトばね１１０の変更可能な設計により、コンタクト区間１０において異なる長
さおよび幅を有する複数のコンタクトばね１１０が提供される。コンタクトばね１１０が
接続区間３０に近いほど、そのコンタクトばね１１０は特に、より小さくかつ好ましくは
より短くなる。コンタクトばね１１０が接続区間３０から遠く離れているほど、そのコン
タクトばね１１０は特に、より幅広でかつ好ましくはより大きくなる。ここでは、各コン
タクトばね１１０は、電気経路に沿ったバルク抵抗率Ｒｂ（図５を参照）が、それぞれの
コンタクトばね１１０の抵抗率Ｒｃｓによって、コンタクト区間１０またはコンタクト手
段１の一部もしくは全体にわたって等しくされるような方法で、特に設計される。コンタ
クトばね１１０を、コンタクト手段１の電気コンタクト本体１００に直接プレス加工して
設けることができる。このコンタクト手段１は、同様に圧延金属条片から製作することの
できる対合コンタクト手段５の電気コンタクト区間によって、電気的におよび機械的に接
触可能である。
【００３５】
　一般に、コンタクトばね１１０の形状は任意である。たとえば、コンタクトばね１１０
は、ｉ字形状、Ｖ字形状、またはＵ字形状（埋めてあるもの）とすることができる。一般
に、舌部、腕部、薄板、鼻部、条片、棒（bar）、または杆体（rod）の形状が好ましい。
ここでは、コンタクトばね１１０の水平方向の、垂直方向の、および／もしくは高さ（el
evation）方向の突出、または、コンタクトばね１１０の水平方向の、垂直方向の、およ
び／もしくは高さ（elevation）方向の突出の分布は、任意である。すなわち、それぞれ
のコンタクトばね１１０の断面の分布すなわち外形を、上述の機能に従って選択すること
ができる。それぞれ、コンタクト区間１０において接続区間３０に対する位置が同様であ
る、すなわちコンタクト手段１またはそのコンタクト本体１００において同一のバルク抵
抗率Ｒｂを有する、２つの（図３）またはそれを超える（図４、４つ）コンタクトばね１
１０が、幾何学的に同一の様式で、すなわち同一のコンタクトばね抵抗率Ｒｃｓを有して
、好ましくは構築される。
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【００３６】
　本発明によれば、それぞれのコンタクトばね１１０の電気抵抗率Ｒｃｓは、コンタクト
ばね１１０の電気的および機械的接触領域１２２、たとえばコンタクト突起１２２、コン
タクト突出部１２２、コンタクト波形部１２２、等と、そのコンタクト本体１００への接
続部または接合部との間で、特に調整される。コンタクト領域１２２とコンタクトばね１
１０のコンタクト本体１００への接続部との間の、材料の量およびその幾何学形状は、残
りのコンタクト本体１００の脇の／オフ側の、コンタクトばね１１０自体；すなわちコン
タクトばね１１０の材料に関する、電気抵抗率Ｒｃｓを決定する。この電気抵抗率Ｒｃｓ

は、コンタクト本体１００および／または接続区間３０の、１つの対応する大容積部分ｎ
＝１から６の１つの電気抵抗率Ｒｂ，ｎ、または、複数の対応する大容積部分ｎ＝１から
６の複数の電気抵抗率Ｒｂ，ｎ、…を考慮に入れて調整される（図５を参照）。
【００３７】
　本発明によれば、コンタクトばね１１０に関して、それらの位置（対応する１つの大容
積部分ｎ＝１から６または複数の大容積部分ｎ＝１から６）に起因して決定された電気抵
抗率Ｒｃｓにより、コンタクト領域１２２とコンタクトばね１１０のコンタクト本体１０
０への接続部との間の材料の量および幾何学形状、すなわちコンタクトばね１１０の形態
が、逆に決定される。これは、自体の長手方向において、コンタクト本体１００に至る１
つの側部のところでコンタクト本体１００に接続されるコンタクトばね１１０に関する。
コンタクトばね１１０がたとえば、コンタクト薄板１１０として設計される場合、すなわ
ち、これがその長手方向において、コンタクト本体１００の２つの側部のところでコンタ
クト本体１００に接続される場合（図示せず）、本発明によれば、これをコンタクト薄板
１１０の両方の分岐部に対して実行しなければならない。
【００３８】
　示された本発明の実施形態では、各コンタクトばね１１０は、コンタクト本体１００の
ただ１つの側部のところに、特にコンタクト手段１と一体の構成でまたはこれとともに１
つの材料の個片として設けられる。本発明によれば、コンタクトばね１１０、好ましくは
全てのコンタクトばね１１０は、コンタクトばね１１０を通って流れることのできる電流
に関して第一に優先されるような経路が存在しないような方法で、コンタクト本体１００
において構成され設置される。すなわち、それぞれのコンタクトばね１１０を通りこのコ
ンタクトばね１１０から離れる電流に関する経路、可能であれば全ての経路は、電流にと
って主としてまたは本質的に、等しく「誘引力のある」ものであるべきである。ここでは
、たとえばコンタクト手段１の部分的本体１００としてのコンタクト本体１００を、（開
放）ばねコンタクト本体１００、コンタクトリテーナ１００、コンタクトケージ１００、
レセプタクル１００、等として、さらに構成することができる。
【００３９】
　図１は、互いから等しく距離を置かれかつ全てが本質的に同じ長さを有する４つのコン
タクトばね１１０を有する、コンタクト区間１０の第１の実施形態を示す。当然ながら、
コンタクト区間１０において、４つよりも少ないまたは多い、等しく距離を置かれたコン
タクトばね１１０を適用することも可能である。ここでは、コンタクトばね１１０は、全
てコンタクト本体１００のただ１つの側部に結着される。このコンタクト本体１００は、
コンタクトばね１１０と１つになって、コンタクト手段１のコンタクト区間１０を構成す
る。以下では、コンタクトばね１１０がコンタクト本体１００のただ１つの側部に固定さ
れたそのような構成は、コンタクト本体１００のところの／における、またはコンタクト
区間１０のところの／におけるコンタクトばね１１０の配置構成１０２とも称する。
【００４０】
　接続区間３０（図示しないが、図１から左）までの各コンタクトばね１１０の様々な距
離に起因する電気抵抗率Ｒｂを補償するために、全てのコンタクトばね１１０の様々な幅
が適用される。この場合、コンタクトばね１１０の長さおよび厚さは等しいままである。
すなわち、コンタクトばね１１０の接触法線力は、コンタクトばね１１０の長さによって
補償されていない。接触法線力の補償はこの場合、コンタクトばね１１０の幅によって実
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施され得る。すなわち、コンタクトばね１１０の接触法線力がより低くなるにつれ、その
幅を少し大きく増加させることができるか、または、コンタクトばね１１０の接触法線力
がより高くなるにつれ、その幅を以下で説明するよりも少し小さく増加させることができ
る。このことは、別法としてまたは追加として、コンタクトばね１１０同士の間の様々な
距離によっても実現可能である。
【００４１】
　図２は、各々異なる幅を備える４つのコンタクトばね１１０を同じく有する、コンタク
ト区間１０の本発明の第２の実施形態を表す。ここでは、図１に対する相違点だけを以下
で説明する。ここでは、コンタクトばね１１０は互いから等しく距離を置かれておらず、
かつ同じ長さを本質的に有さない。すなわち、接続区間３０までの各コンタクトばね１１
０の様々な距離に起因する電気抵抗率Ｒｂの、各コンタクトばね１１０の様々な幅に起因
する補償とは別に、コンタクトばね１１０の様々な長さおよび／またはその互いの間の様
々な距離に起因する、各コンタクトばね１１０の接触法線力の補償が適用される。
【００４２】
　コンタクトばね１１０の様々な長さは、コンタクト区間１０の中央領域において、コン
タクト本体１００の面積を図１と比較して大きくすることによって実現可能である。この
場合、コンタクトばね１１０の先端部を、対合コンタクト手段５の縁部と平行で有り得る
直線状に配置することができる（図１も同様）。さらに、コンタクト区間１０の中央領域
を、本質的に矩形とすることができる。この場合、コンタクトばね１１０の先端部を、直
線状にまたは曲線状に配置することができ、これらの直線または曲線は、対合コンタクト
手段５（図示せず）の縁部に対して角度を付けることができる。
【００４３】
　たとえば、好ましくは打ち抜きされるコンタクトばね１１０に起因してコンタクト区間
１０の剛性を過剰に弱めないために、コンタクトばね１１０を、交互に対向する様式で配
置することができる。この場合、コンタクトばね１１０は、コンタクト区間１０の開口し
た内側フレーム１６内に好ましくは配置される。このことはたとえば、コンタクト手段１
の長手方向Ｌ（図４における点線で描かれた差し込み方向Ｐでもある）において、１つの
コンタクトばね１１０が、右寄りに（または左寄りにそれぞれ）位置付けられるコンタク
ト区間１０の側部に接続されることを意味する。一方、長手方向Ｌにおいて好ましくは直
接隣接して位置付けられるコンタクトばね１１０がその場合、左寄りに（または右寄りに
それぞれ）位置付けられるコンタクト区間１０の側部に接続されることを意味する。
【００４４】
　結果として、コンタクト区間１０の一部分において互いに対向して配置されたコンタク
トばね１１０は、互いに組み合うかまたは噛み合う。ここでは、各側部はそれぞれのコン
タクトばね１１０とともに、コンタクトばね１１０の配置構成１０２を構成し、この場合
、これらの２つの配置構成１０２は、互いに噛合し、このことによりコンタクトばね１１
０の（２つの配置構成１０２の）配列１０４を構成する。特にコンタクトばね１１０が傾
斜した側部を有する場合、単一の配列１０４中の２つの配置構成１０２のうちの一方が、
この配列１０４の直接対向しかつ隣接する配置構成１０２よりも１つ多いコンタクトばね
１１０を備えることは、有利であり得る。たとえば２つの配列１０４、１０４がコンタク
ト区間１０の層１２、１４（以下を参照）中に設けられる場合、２つの配列１０４の２つ
の内側側部が、２つの配列１０４の２つの外側側部よりも１つ少ないコンタクトばね１１
０を備えることが好ましい。当然ながら、このことは逆の様式で実行され得る。
【００４５】
　コンタクト区間１０における、コンタクトばね１１０の（たとえば４つの配置構成１０
２、１０２；１０２、１０２の）２つの配列１０４、１０４の独創的な構成を、本発明の
第３の実施形態を描写する図３に示す。コンタクト区間１０の一部分においては、より小
さい幅を有するコンタクトばね１１０は、接続区間３０（図３には図示しないが、括弧に
入れた参照符号により示す）に近接して設けられる。より大きい幅を有するコンタクトば
ね１１０は、接続区間３０からより遠く離れて配置される。コンタクトばね１１０および
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／またはそれらのコンタクト領域１２２は、接続区間３０からの距離が大きくなるのに伴
い、より幅広になる。このことは、コンタクトばね１１０の長さにも同様に当てはめるこ
とができる。
【００４６】
　より小さい幅を有するコンタクトばね（１１０）は、より高い電気抵抗率（Ｒｃｓ）を
有するので、本発明によるコンタクトばね１１０の幅は、電流がコンタクト本体１０およ
び／またはコンタクト手段１を通って流れることを考慮に入れたときに、それぞれのコン
タクトばね１１０（添え字ｃｓ）およびその対応する１つの大容積部分（添え字ｂ）また
は複数の大容積部分（添え字ｂ）の電気抵抗Ｒ＝Ｒｃｓ＋Ｒｂが、全てのコンタクトばね
１１０に関して本質的に等しくなるような方法で、定められるかまたは選ばれる（以下お
よび図５を参照）。さらに、より大きい幅を有するコンタクトばね（１１０）は、より高
い接触法線力を有するので、それらの長さを、対合コンタクト手段５上に押圧され得る本
質的に全てのコンタクトばね１１０が一定の接触法線力を生成するように、大きくするこ
とができる。
【００４７】
　一方で、コンタクトばね１１０の幅は、コンタクト本体１００の接続区間３０の近くに
始まりコンタクト手段１の長手方向Ｌに沿って、連続的に大きくなる。すなわち、問題と
なっているコンタクトばね１１０が接続区間３０からより遠く離れるほど、その構成はよ
り幅広になる。他方で、コンタクトばね１１０の長さは好ましくは、コンタクト本体１０
０の接続区間３０の近くに始まりコンタクト手段１の長手方向Ｌに沿って、連続的に大き
くなる。すなわち、問題となっているコンタクトばね１１０が接続区間３０からより遠く
離れるほど、その構成はより長くなる。このことは、それぞれのコンタクト領域１２２と
コンタクト本体１００へのそれぞれの接続部または接合部との間のコンタクトばね１１０
の幅および／または長さに対して、同様に当てはめることができる。
【００４８】
　独創的なコンタクト本体１００、独創的なコンタクト区間１０、および／または圧着コ
ンタクト手段１として好ましくは構成される独創的なコンタクト手段１の第４の実施形態
を、図４および図５に描写する。コンタクト本体１００を、コンタクト区間１０を構成す
る上側の層１２および下側の層１４を備えるコンタクトリテーナ１００として構成するこ
とができる。コンタクト本体１００の中に、対合コンタクト手段５を、９０°および／ま
たは２７０°の方向において（両方の差し込み方向Ｐ、接続方向Ｐ、または配向Ｐを、図
４において実線部を有する矢印によって示す）、好ましくは差し込むことができる。さら
に、コンタクト本体１００を、対合コンタクト手段５を、０°の方向において（この差し
込み方向Ｐを、図４において点線部を有する矢印によって示す）差し込みできるような方
法で、構成することができる。異なる差し込み方向Ｐ（図示せず）を可能にし得る他のコ
ンタクト本体１００が適用可能である。
【００４９】
　コンタクトリテーナ１００の各層１２、１４は、コンタクトばね１１０の少なくとも１
つの配置構成１０２（図示せず、上記、図１を参照）を備える。各層１２、１４は、コン
タクトばね１１０の少なくとも１つの配列１０４（同じく図示せず、同じく上記を参照）
を好ましくは備える。各層１２、１４は、並べて配置される、コンタクトばね１１０の２
つの配列１０４、１０４（図４、再度上記、図３を参照）を特に備える。原則的には、各
配置構成１０２または配列１０４におけるコンタクトばね１１０の量は、任意である。図
４および図５は現況では、各配列１０４において５つのコンタクトばね１１０を示す。こ
の場合、各配列１０４は２つの配置構成１０２から構成される。またこの場合、１つの配
置構成１０２は２つ（それぞれの内側フレーム１６、１６の内側長手側部）、およびこの
配列１０４の相補の関係にある配置構成１０２は３つ（それぞれの内側フレーム１６、１
６の外側長手側部）の、コンタクトばね１１０を備える。
【００５０】
　コンタクト区間１０において同様の位置を有する、配置構成１０２、１０２；１０２、
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１０２または配列１０４、１０４のこれらのコンタクトばね１１０は、本質的に同じ幾何
学形状、すなわち同じ幅、同じ長さ、および同じ厚さを有する。このことは現況では、コ
ンタクト区間１０において本質的に同一の長手方向の位置を有するコンタクトばね１１０
に当てはまる。図４によれば、コンタクト区間１０の２０個のコンタクトばね１１０のう
ちの４つのコンタクトばね１１０が、コンタクト区間１０において同様の位置をそれぞれ
有する。これらの位置は、本質的に同一のバルク抵抗率Ｒｂによって特徴付けられる。す
なわち、これらの４つのコンタクトばね１１０の対応する１つの大容積部分または複数の
大容積部分の長さは、好ましくは本質的に同一であり、また本質的に同一の幾何学形状を
好ましくは備える。
【００５１】
　図５は、それぞれのコンタクトばね１１０、ｍ（ｍ＝位置１１１から１１５）の電気抵
抗率Ｒｃｓ，ｍ、および対応する１つの大容積部分ｎまたは複数の大容積部分ｎ（ｎ＝位
置１から６）の電気抵抗率Ｒｂ，ｍを例示する。コンタクト区間１０を通って接続区間３
０の中に流れることのできる電流の可能な各通路に関する、独創的な同等の抵抗Ｒは、以
下の通りである。
Ｒ＝／≒Ｒｃｓ，１１１＋Ｒｂ，６＋Ｒｂ，５＋Ｒｂ，４＋Ｒｂ，１＝／≒
　＝／≒Ｒｃｓ，１１２＋Ｒｂ，３＋Ｒｂ，２＋Ｒｂ，１＝／≒
　＝／≒Ｒｃｓ，１１３＋Ｒｂ，５＋Ｒｂ，４＋Ｒｂ，１＝／≒
　＝／≒Ｒｃｓ，１１４＋Ｒｂ，２＋Ｒｂ，１＝／≒
　＝／≒Ｒｃｓ，１１５＋Ｒｂ，４＋Ｒｂ，１＝／≒Ｒ
【００５２】
　等式のこの系に従って、かつ各コンタクトばね１１０；１１１、１１２、１１３、１１
４、１１５に関する所与のバルク抵抗Ｒｂ，ｎ；Ｒｂ，１、Ｒｂ，２、Ｒｂ，３、Ｒｂ，

４、Ｒｂ，５、Ｒｂ，６を用いて、この独創的な方法で要求される電気抵抗率Ｒｃｓ，ｍ

；Ｒｃｓ，１１１、Ｒｃｓ，１１２、Ｒｃｓ，１１３、Ｒｃｓ，１１４、Ｒｃｓ，１１５

を計算することができる。さらに、それぞれのコンタクトばね１１０；１１１、１１２、
１１３、１１４、１１５の幾何学形状を、計算し、計算された電気抵抗率Ｒｃｓ，ｍ；Ｒ

ｃｓ，１１１、Ｒｃｓ，１１２、Ｒｃｓ，１１３、Ｒｃｓ，１１４、Ｒｃｓ，１１５から
選択することができる。
【００５３】
　コンタクトばね１１０、ｍの電気抵抗は、以下の通り与えられる。
Ｒｃｓ，ｍ＝（ρ・ｌｃｓ，ｍ）／Ａｃｓ，ｍ

ρはコンタクト手段１の材料の比電気抵抗、ｌｃｓ，ｍはそれぞれのコンタクトばね１１
０；１１１、１１２、１１３、１１４、１１５の（媒体）長さ、Ａｃｓ，ｍはそれぞれの
コンタクトばね１１０；１１１、１１２、１１３、１１４、１１５の（媒体）断面積であ
る。
【００５４】
　コンタクト手段１の材料厚さは、少なくとも部分的に等しいので、それぞれのコンタク
トばね１１０；１１１、１１２、１１３、１１４、１１５の幾何学形状の適合は、それぞ
れのコンタクトばね１１０；１１１、１１２、１１３、１１４、１１５の幅の適合によっ
て達成することができる。さらに、コンタクトばね１１０、ｍの電気抵抗Ｒｃｓ，ｍに関
するこの式により、大容積部分ｎ（ｎ＝位置１から６）に関する電気抵抗Ｒｂ，ｎ；Ｒｂ

，１、Ｒｂ，２、Ｒｂ，３、Ｒｂ，４、Ｒｂ，５、Ｒｂ，６を推定または計算することも
できる。
【符号の説明】
【００５５】
　１　たとえば自動車産業用の、特に銅製またはアルミニウム製ケーブルのための、金属
／金属合金から製作されたいくつかの部品としての、１つの個片としての、１つの材料の
個片としての、または一体型の形態としての閉じた構成を有する、（直線状の、好ましく
は９０°の角度の付いた、および／または湾曲した）（電気／電子）コンタクト手段；さ
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らにはたとえば、端子、圧着コンタクト手段、電気／超音波溶接コンタクト手段、雌型、
ソケット型、プラグ型コンタクト手段、プラグインスリーブ、カプリング、レセプタクル
、等
　２　電気ケーブルの導電体（図示せず）；さらにたとえば、接続区間３０（図示しない
が図４および図５に示唆する）上に／接続区間３０のところに、機械的に締め付けされた
、圧着された、ろう付けされた、はんだ付けされた、圧縮成形された、溶接された、等で
ある；電線（リッツ線）、リード線、撚り線、可撓線、コード、等
　５　たとえば自動車産業用の、特に銅製またはアルミニウム製ケーブルのための、金属
／金属合金で製作されたいくつかの部品としての、１つの個片としての、１つの材料の個
片としての、または一体型の形態としての閉じた構成を有する、（電気／電子）対合コン
タクト手段；さらにはたとえば、圧着型、タブ型、ピン型コンタクト手段、ファストオン
タブ、フラットプラグ、等
　１０　対合コンタクト手段５のための（電気的／電子的および機械的）コンタクト区間
；例示のコンタクト手段１に関して
　１２　上側の層、側面
　１４　下側の層、側面
　１６　開口した内側フレーム
　２０　コンタクト区間１０と接続区間３０との間の（電気的／電子的および機械的）移
行区間；例示のコンタクト手段１に関して
　３０　導電体２のための（電気的／電子的および機械的）接続区間；さらにたとえば、
導体圧着区間、等；例示のコンタクト手段１に関して
　１００　（電気的／電子的および機械的）コンタクト本体、コンタクト手段１の部分的
本体；さらにたとえば、（開放）ばねコンタクト本体、コンタクトリテーナ、コンタクト
ケージ、レセプタクル、等
　１０２　コンタクトばね１１０の配置構成
　１０４　コンタクトばね１１０の配列、好ましくはコンタクトばね１１０の２つの互い
に噛合する配置構成１０２
　１１０　（電気的／電子的および機械的）コンタクトばね；さらにたとえば、コンタク
ト（ばね）舌部、腕部、薄板、鼻部、条片、棒、杆体、等（位置１１１から１１５も同様
）
　１２２　（電気的／電子的および機械的）コンタクト領域；さらにたとえば、コンタク
ト突起、コンタクト突出部、コンタクト波形部、等
　Ｌ　コンタクト手段１、およびそのコンタクト区間１０、接続区間、固定区間、等の長
手方向
　Ｐ　コンタクト手段１への／その中への対合コンタクト手段５の差し込み方向、好まし
くは９０°および／または０°、該当する場合２７０°；さらにたとえば接続方向、配向
　Ｒ　電気抵抗
　Ｒｂ，ｎ　それぞれの大容積部分の電気抵抗率（ｎ＝図５における位置１から６）
　Ｒｃｓ，ｍ　それぞれのコンタクトばねの電気抵抗率（ｍ＝図５における位置１１１か
ら１１５）
図示せず
・接続区間３０と固定区間との間の（機械的）移行区間（任意選択）；例示のコンタクト
手段１に関して
・電気絶縁部のための（また、当てはまる場合は、電気ケーブルの（電気絶縁部を介した
）導体のための）（機械的）固定区間（任意選択）；さらにたとえば、絶縁圧着区間；例
示のコンタクト手段１に関して
・導電体２を有する電気ケーブル；さらにたとえば、電線、導電体、等
・電気ケーブル組立体；さらにたとえば、事前組立されたケーブル、既製品のケーブル、
電気配線ハーネス、等
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